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 [序] 我々はこれまでに、情報処理機能を分子素子で実現するために、導電性高分子の高い電子伝導

性に注目し、多数の金属―分子界面におけるエネルギー障壁を組み込んだ金微粒子―分子ネットワー

クを提案し、非線形電気特性を報告した[1]。その一方で、導電性高分子のドーパントは一般にプロト

ン酸を用いるため、湿潤環境下ではプロトン伝導が生じ[2]、興味深い電気特性が得られることが期待

される。本研究では、自己ドープ型ポリアニリン(self-doped polyaniline, SPAN)を用いて、湿潤環境下に

おける電気特性の変化を検討した。 

[実験] マイクロスケールの電極作製は、真空蒸着法を用

いて行った。試料作製は SPAN 水溶液(濃度 5×10
-4

 wt %)を

滴下、乾燥することで行った。マニュアルプローバー (遮光

条件) を用いて 55 %-85 %の湿度範囲で I-V計測を行った。 

[結果と考察] 図 2(a)に湿度依存の I-V 計測を行った結果

を示す。相対湿度が 55 %の場合は、オーミックな I-V 特性

が得られた。この結果は以前報告した真空環境下における

SPAN 分子ネットワークの電気特性と同じである[3]。また

湿度の上昇に伴い電気特性が劇的に変化し、強い非線形性

かつピークを持つような I-V 特性が得られた。この結果から、

SPAN がプロトン伝導性を有し、湿度変化に敏感に応答する

ことがわかった。図 2(b)に抵抗―相対湿度片対数プロット

を示す。このプロットから、プロトン伝導性は湿度に対し

て指数関数的に増加することがわかった。さらに、相対湿

度 60 %以上の領域で SPANの主たる電気伝導がプロトン伝

導に変化することが示唆される。講演では、金微粒子の有

無によるプロトン伝導性への影響についても報告する。 
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図 1. 自己ドープ型ポリアニリンの構造図 

図 2. (a) SPAN 分子の湿度依存 I-V 特性 

(b)抵抗―相対湿度片対数プロット 
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